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■「広報あしや」配布に関する問い合わせ　芦屋市シルバー人材センター（フリーダイヤル ☎0120-408-812）　※広報あしやは、集会所等市内公共施設でも配架しています。■「広報あしや」配布に関する問い合わせ　芦屋市シルバー人材センター（フリーダイヤル ☎0120-408-812）　※広報あしやは、集会所等市内公共施設でも配架しています。

　

山
手
町
に
あ
る
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館

（
旧
山
邑
家
住
宅
）は
、保
存
修
理
工

事
の
た
め
平
成
28
年
11
月
か
ら
休
館

し
て
い
ま
し
た
が
、い
よ
い
よ
２
月

16
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。こ
の
建
物
は
櫻
正
宗
で
知
ら

れ
る
蔵
元
、８
代
目
山
邑
太
左
衛
門

が
大
正
13
年（
１
９
２
４
）に
建
て
た

別
邸
で
、近
代
建
築
の
巨
匠
フ
ラ
ン

ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
が
設
計
し
た
住

宅
建
築
と
し
て
世
界
的
に
知
ら
れ
て

い
ま
す
。

 

今
回
は
、保
存
修
理
工
事
中
に
発

見
さ
れ
た「
大
阪
佐
多
」の
文
字
が
彫

ら
れ
た
石
碑
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す

（
写
真
①
）。こ
の
石
碑
は
花
崗
岩（
御

影
石
）製
で
、大
き
さ
は
全
長
約
76
セ

ン
チ
、幅
約
15
セ
ン
チ
、奥
行
き
約
16

セ
ン
チ
で
す
。土
地
の
境
界
標
と
考

え
ら
れ
、上
部
の
約
30
セ
ン
チ
が
地

上
に
露
出
し
て
い
た
と
推
定
し
ま

す
。「
大
阪
佐
多
」は
、府
立
大
阪
医

学
校（
現
在
の
大
阪
大
学
医
学
部
）校

長
で
あ
っ
た
佐
多
愛
彦（
１
８
７
１

～
１
９
５
０
）を
指
し
て
い
ま
す
。佐

多
は
医
学
者
の
立
場
か
ら
健
康
地
と

し
て
芦
屋
山
手
の
丘
陵
地
に
着
目
し

ま
し
た
。そ
し
て
、明
治
39
年（
１
９

０
６
）か
ら
大
正
８
年（
１
９
１
９
）

に
か
け
て
現
在
の
山
手
町
に
位
置
す

る
精
道
村（
芦
屋
市
の
前
身
）の
字
山

坂
お
よ
び
字
津
谷
に
約
２
万
坪
の
土

地
を
購
入
し
、自
ら
別
荘
を
建
て
ま

し
た
。佐
多
の
所
有
地
の
う
ち
、字
山

坂
は
現
在
の
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
の

敷
地
で
、大
正
10
年（
１
９
２
１
）に

山
邑
太
左
衛
門
に
売
却
さ
れ
た
記
録

が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、佐
多
の
所
有
地
の
半
分
近

く
に
相
当
す
る
字
津
谷
の
約
８
５
０

０
坪
は
、昭
和
３
年（
１
９
２
８
）か

ら
日
本
住
宅
土
地
株
式
会
社
社
長
の

阿
部
元
太
郎
に
委
託
さ
れ
、昭
和
９

年
ま
で
に
松
風
山
荘
住
宅
地
と
し
て

開
発
・
分
譲
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
ま
す
。な
お
、今
回
の
工
事
中
に

は「
山
邑
」の
二
文
字
が
彫
ら
れ
た
石

碑
も
確
認
さ
れ
ま
し
た（
写
真
②
）。

　

こ
の
よ
う
に
、今
回
発
見
さ
れ
た

「
大
阪
佐
多
」の
石
碑
は
明
治
時
代
末

か
ら
始
ま
っ
た
芦
屋
山
手
の
住
宅
地

開
発
の
歴
史
を
物
語
る
大
変
貴
重
な

資
料
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

【
ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
で
発
見
さ
れ
た

「
大
阪
佐
多
」（
①
）と「
山
邑
」（
②
）

の
石
碑
】

今
か
ら
１
１
３
年
前
（
明
治
39
年
〔
１
９
０
６
年
〕
）

国
指
定
重
要
文
化
財 

ヨ
ド
コ
ウ
迎
賓
館
で

   

発
見
さ
れ
た「
大
阪
佐
多
」の
石
碑

  

　 

― 

佐
多
愛
彦
と
芦
屋
山
手
の
住
宅
地
開
発 

―

問い合わせ　生涯学習課　☎38-2115芦屋タイムトラベル

 自然治癒力を高めて病気を治す
芦屋川カレッジ公開セミナー

■日時　３月６日（水）午前10時～ 11時30分
■会場　ルナ・ホール　■内容　自然治癒力
を高めて病気を治す～再生医療はここまでき
ている～　■定員　500人　■講師　京都大
学ウイルス・再生医科学研究所教授・田畑 泰彦 
氏　■受講料　400円　■申し込み　直接会
場へ

問い合わせ　公民館　☎35-0700

①「大阪佐多」の石碑②「山邑」の石碑

 映 画「 猫と庄 造と二 人 のをんな」
上映とトーク

主演女優　香川京子さんを招いて

　芦屋が舞台の谷崎潤一郎の最高傑作「猫と庄造と二人のをんな」は、森繁
久彌・香川京子の共演で1956年映画化。幼少期を芦屋で過ごした香川さん
が、女優生活や映画撮影時のこと、芦屋の思い出などを語ります。

■日時　６月１日（土）午後２時開演（１時30分開場）　
■会場　ルナ・ホール　
■定員　650人 
■出演　香川京子ほか　
■料金　前売り2,500円・当日3,000円　
■チケット発売所　市民センター事務所・市役所売店・　  
　ローソンチケット（Ｌコード55486）※発売開始３月１
　日（金）午前９時（市役所売店のみ９時30分）　　　

問い合わせ　ルナ・ホール事業担当　☎35-0700

香川京子さん

「猫と庄造と二人のをんな」(C)東宝

 モリのいる場所
いきいきシネマサロン　樹木希林さん追悼上映

■日時　３月23日（土）①午前10時30分②午後１時③３時30
分 【１時間39分 】　■会場　ルナ・ホール　■内容　伝説の
画家・熊谷守一夫妻の晩年を山﨑努と樹木希林の共演で描い
た人間ドラマ。　■定員　各回650人　■出演　山﨑努・樹
木希林・加瀬亮・吉村界人・光石研ほか　■料金　中学生以上
1,000円・小学生500円（当日券のみ）※この記事持参で中学生
以上200円引き　

問い合わせ　ルナ・ホール事業担当　☎35-0700

(C)2017「モリのいる場所」製作委員会

田畑泰彦 氏

 冬の音楽祭 「阪神間モダニズム」文化に親しむ

＃感じる阪神KAN　インスタグラムキャンペーン関連事業

■日時　２月17日（日）午前11時～午後３時
■会場　神戸ファッションマート（六甲アイランド）
■内容　ジャズコンサート(甲南高校中学校ブラスアンサンブル部ほか)
　　　　フルート500人アンサンブル・楽器体験/飲食ブース （メゾン・ド・タカ　
　　　　芦屋、パヴェ アルチザンほか）
■申し込み　直接会場へ

問い合わせ　地域経済振興課　☎38-2033

阪神KAN　

 ＡＡＰアシヤアート
　　　 プロジェクト＠旧宮塚町住宅

「GUTAI」の活動理念を次世代へ伝える

「精神が自由であることを具体的に提示すること」を理念に活動し
た芦屋発祥のアート集団GUTAIが遺したアートの可能性を色々な形
で実感できる２日間です。
■日時　３月16日（土）・17日（日）　■会場　旧宮塚町住宅
３月16日（土）
A【子どものためのワークショップ】「紙と遊ぶ」
　①午前10時～ 11時②午後１時～２時※各10人（４～５歳）〈要予約〉
B【ミセスの為のアート講座】「芦屋ブランドＧとは」
　 午前10時30分～ 11時30分※15人・500円（茶菓付き）〈要予約〉
C【トークセッション03】
　これからの芦屋の文化を語る、精神が自由なことから
　午後３時～５時※15人〈要予約〉
３月17日（日）
D【芦屋アート講座】「次世代にむけて ～美術と子どもをめぐる一考察」
     午後１時～２時30分※15人〈要予約〉
E【高校生の為のアート講座】「具体のDNA」  
　午後１時30分～２時40分※15人〈要予約〉
F【パフォーマンス】「あたりまえのこと、空気を動かす」「空気を切る」
　午後３時～
G【トークセッション03】「精神の自由」を問う：子供達と美術・音楽
　教育をめぐって　午後３時50分～５時※15人〈要予約〉

■申し込み　３月６日（水）までに、下記
　サイトの各プログラムの応募フォーム
　から※応募多数の場合は抽選　

問い合わせ　政策推進課　☎38-2127

芦屋市　AAP　宮塚町
旧宮塚町住宅


